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令和５年５月号 山形県環境科学研究センター 

今
月
号
の
記
事 

所長あいさつ  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

【お知らせ】親子で楽しむ環境科学体験デーを開催します ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２ 

【環境ミニ知識】大気汚染について／【ほっと NEWS】オキシダント濃度予測システム ‥‥‥３ 

【各部紹介】環境企画部 ／【職員自己紹介】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４ 

 山形県環境科学研究センター所長 青木政浩 

今年４月に異動してまいりました青木です。環境科学研究センターには、センターが山形市から村山

市に移転した平成１５年度から４年間在籍しており、この度で二度目の勤務となります。どうぞよろし

くお願いします。 

さて、当センターは、「第４次山形県環境計画」を推進するため、環境分野の調査研究や環境教育の

拠点施設として、①環境モニタリング、②試験研究、③人材育成、④環境教育、⑤気候変動適応センタ

ーの５つの分野の業務に取り組んでおり、県民生活に深く関わる環境全般の施策に役立てております。

また、県民による自主的で活発な環境保全活動が展開されるよう、環境教室の開催や情報発信を行って

います。 

新型コロナウィルス感染症の蔓延から既に３年以上が経過し、当センターも少なからずその影響を受

けました。人と人との接触を極力避けなければならないという制約の中で、一番影響が大きかったのが

環境学習業務です。これまで、当センターの業務や施設について一般公開により県民の皆様に直に知っ

ていただく機会を設けていましたが、中止や人数を制限した対応をとらざるを得ない状況でありまし

た。今年度も人数を制限した対応になりますが、今後は、新型コロナウィルス感染症の感染症法の位置

づけが２類から５類に見直されたことから、ウィズコロナに対応した内容を検討してまいります。 

 コロナ禍のニュースが世の中を席捲する日々が続き、環境問題が報道で取りあげられる頻度は少なく

なったような気がしますが、環境問題が解決したわけではありません。こうした課題の解決には地道な

調査の積み重ねが必要であり、当センターでは、環境モニタリングを継続するとともに、全国トップレ

ベルの本県の空気のきれいさを守るための研究（県内の揮発性有機化合物（VOC）実態調査）や、本県

で苦情の多い悪臭を低減するための研究（アンモニア脱臭装置循環水の窒素処理への ANAMMOX 処理

法適用）を始めとした調査研究に取り組んでまいります。 

今後とも、県民の皆様の安全・安心な生活の確保と環境に対する意識の高まりに貢献できるよう、信

頼され開かれた試験研究機関を目指してまいりますので、より一層の御支援と御協力を賜りますよう、

よろしくお願いします。 

 
センターから望む青空と澄んだ空気 
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毎年 6 月は「環境月間」です。この月間にあわせて、当センターを一般公開し、科学実験、リサイ

クル工作、自然観察などを通して、親子で楽しみながら環境について体験・学習する「親子で楽しむ環

境科学体験デー」を開催しています。今年は、6 月３日（土曜日）に「自然観察会コース」、6 月 2４

日（土曜日）に「かがく実験体験コース」を行います。 

「自然観察会コース」は、昨年度に引き続き森の仲間たち代表の白壁洋子先生と一緒に楯山探検ツア

ーを行います。見て、聴いて、植物に触れて、匂いを嗅いで、木の実を食べて、五感をフル活用しなが

ら自然を観察します。また、楯山にはニホンカモシカが生息していて、高確率で遭遇できます。昨年は

午後の部で目撃し大盛り上がりでした。 

「かがく実験体験コース」は、科学実験に環境工作やバスボム作りを組み合わせた６つのコースがあ

り、研究室や様々な展示ブースを見学します。大人気のスライム作りも行います。 

参加者のみなさんに余裕をもって体験していただくため、事前申込により参加人数を限定して開催し

ます。例年多くの方から申込みをいただき抽選になってしまっておりますが、参加無料ですのでぜひお

申し込みください。 

詳しい内容や申込方法は、チラシ、HP を御覧ください。 
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大気中の汚染物質の一つである光化学オキシダントは、工場の煙や自動

車の排気ガスなどに含まれている化合物（窒素酸化物など）が、大気中で

強い太陽光線（紫外線）を受けることで光化学反応を起こして生成される物質で、そのほとんどはオゾ

ン（O３）という物質です。光化学オキシダントは、日差しが強く、気温が高く、風の弱い日の日中に

発生しやすく、本県では４月から６月にかけ濃度が高くなります。大気中の濃度が高くなると眼や気道

粘膜、皮膚などへの刺激症状を起こし、場合によっては、手足のしびれ感や頭痛、めまい、発熱、はき

けなどの症状がみられることもあります。 

光化学オキシダントによる健康への被害を防止

するため、オキシダント濃度が一定の基準以上に

なると注意報を発令します。本県では注意報発令

に備え、毎年４月に発令訓練を実施しています。

また、山形県のホームページで発令状況や光化学

オキシダント濃度の数値を確認することができま

すので活用ください。 

 

 

黄砂とは、中国大陸内陸部タクラマカン砂漠、ゴビ砂漠や黄

土高原など乾燥地域で風によって数千メートルの高さまで巻

き上げられた土壌・鉱物粒子（直径 0.2～20μm）が偏西風

に乗って日本に飛来し、大気中に浮遊あるいは降下する現象を

いいます。毎年２月から５月頃にかけて全国的に観測され、視

界の悪化や浮遊粒子状物質、微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の上

昇などの影響がみられ、本県でも、例年、春先に黄砂が観測さ

れています。 

黄砂粒子には、石英や長石などの造岩鉱物や、雲母、カオリナイト、緑泥石などの粘土鉱物が多く含

まれています。 

 

山形県独自の光化学オキシダント濃度

を予測するシステムを開発し、令和 2 年

度から活用しています。毎朝 9 時 15 分

頃に県内や隣県のオキシダント濃度のほ

か、気象データなどを自動解析し、当日

のオキシダント濃度の測定地点ごとの最

高値を予測します。 

このシステムにより、高濃度発生時の

迅速かつ的確な注意報の発令が期待され

ます。 

ＰＭ２．５と黄砂 

出典：環境省（2008 年 3 月） 

光化学オキシダント 

現在の大気の状況 センター内における訓練の様子 

予測モデルの精度 

予測結果の通知 
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水環境部、大気環境部、環境化学部は、化学分析のスペシャリストが揃う化学屋の集団ですが、環境

企画部は、環境教育の企画と自然環境の中の生物の調査を行うという、センター内では異質な部です。

環境企画部の職員は、異動したての頃は経験がなく不慣れな業務で悪戦苦闘しますが、慣れてしまえば、

クマの生態調査を行ったり、山奥で希少な植物を観察したり、子供たちと一緒に川に入って調査をした

りと、自然に触れながらみんな楽しんで仕事をしています。 

 

今年度より、新規採用職員として大気環境部に配属となりました横尾龍海と申します。 

業務は、ばい煙（水銀を含む）、特定粉じん測定、有害大気汚染

物質モニタリング調査に関することです。学生時代は、環境関係の

内容を専攻していなかったため、多くが初めての経験ですが、自然

環境や県民の健康を守る業務に大変やりがいを感じています。 

今は分からないことも多く、先輩方にご指導を受けながら業務に

取り組む毎日ではありますが、積極的に日々の業務に臨み、それを

通して様々な知識や技術を身に付けていきたいと思っています。 

 

近年の物価高騰でいろいろなところで悲鳴が上がっていますが、当センターでもその影響を受けてい

ます。水生生物調査では、参加者に楽しんでもらうために、そして、調査後も関心を持続してもらおう

と一人 1 枚下敷きを配布していますが、その価格が１割ほど値上がりしました。みんなに下敷きを配

布したいし、参加者数も増やしたいし、どうすればいいか頭を悩ませています。 

《編集》山形県環境科学研究センター 

住所 村山市楯岡笛田三丁目２－１ TEL 0237-52-3124 FAX 0237-52-3135 

ホームページhttps://www.pref.yamagata.jp/053001/kensei/shoukai/soshikiannai/kankyoenergy/053001.html  

 ツイッターhttps://twitter.com/tunakanyamagata 
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